
タンパク質栄養学の基礎と 
       脳機能における役割 
  － 栄養素や食品成分により脳機能は変わる。 
     脳にとって最適な食事内容とは何だろう？ － 
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講師プロフィ－ル 

 名古屋大学大学院農学研究科博士課程後期課程
修了後、1981年4月より本学助手を経て現職。 

専門は栄養学。最近は、栄養と脳機能について、食品
タンパク質や機能性成分の役割に焦点を当てて、研
究を進めている。 
アメリカ栄養学会発行 Journal of Nutrition、Springer社発
行Amino Acids、日本栄養・食糧学会発行 Journal of 
Nutritional Science and Vitaminology など国内外の英語
論文誌への掲載論文多数。 

脳の各部位のタンパク質合成速度がタンパク質栄養に依存して変動することが示された 


